
















































1977、梅林 2000・2012、など参照）、直接的な記述のあるものでは 28～29 年の雑誌『言語


















































































































































「全然同意」は 69件の記事に計 72例ヒットする。そのうち日本軍に直接関係する記事は 
〔18〕なお出先武官の今次の声明は我 ｛々＝陸軍｝も全然同意してゐるところである（『大

















































の 1937～1941 年の分には、次のような例がある。 
〔28〕近衛公は余の意見に全然同意せられ（1937.8.10 分。上 584） 






と云ふ態度を政府は持続されたのでありました、（第 90 回貴族院本会議 39 号、
1946.10.5） 
〔32〕物価庁長官から、それに付て全然同意である、物価を基準にしてやると云ふ答弁
があつたのであります（第 91 回貴族院本会議 2号、1946.11.28） 
































































「ですなあ」が 1例、「でしょうな」が 8例、「でしたな」が 2例ある。計 28 例を話し手と
聞き手に注目して分類すると、教職員→教職員 16 例（沼田（「三十二三歳」）→島崎（「ま






























































































































〔46〕津田氏 国策で極めたといふものだけは自由にして行きたいと思ひます  
蔵相 御もつともです（『大阪毎日新聞』 1939.4.9） ○大蔵大臣→鐘紡社長 
〔47〕小松 日満支の運賃をその有機的な連関性から言つて根本的に改正して合理化
することが必要ではないでせうか  
下津 御尤もです、（『満州日日新聞』1940.3.2） ○北京鉄路局長→記者 
〔48〕松沢さん お米の混合率がいつも変つてゐるのは不便です、きまつてゐますと
水加減も楽ですし節米についても考えやうがございます  


























































































































































『日本語と日本文学』26：10-22。筑波大学国語国文学会   
伊豆原英子（1996）「終助詞「な(なあ)」の一考察―聞き手に何を伝えているのか」『名古


































日本語記述文法研究会編（2003）『現代日本語文法 4 モダリティ』くろしお出版 












本稿は、本プロジェクトの第 5 回研究発表会（2012 年 8 月 28 日）、さらに第 301 回日本近




 本稿の校正刷りの段階で、 馬上駿兵（2014）『新典社新書 64 文豪たちの「？」な言葉』
（新典社）が刊行された（2014 年 2 月）。同書は「名作の中から現代の基準では「？」と
思われるような言葉を拾い上げ」（カバーより）たもので、新野（2011）で扱った“全然”・
“役不足”も取り上げている。そして“全然”について論じる中で、本稿が注目した『青
い山脈』の「全然同意ですな」を挙げ（単行本版の本文）、次のように述べる。 
〔61〕この会話文は、「変な」と評されていますが、変なのは、「全然」の使い方では
なくて、ふつうにはあまり使われない、軍隊で使うような言葉ということで、「同意
です」に対して言っているのでしょう。（22） 
 本稿で述べたとおり、筆者の見解はこれとは異なる。なお馬上（2014）では「おわりに」
の末尾（119）に「附記」として、新野（2011）について「ほぼ書き了える頃になって」知
った、と記している。 
